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※世帯数および人口は、住民基本台帳�
　と外国人登録によるものです。�

人口と世帯�
（平成21年7月1日現在）�

2009
平成21年�

第1014号� 7.15
毎月1日・15日発行�

緑につつまれ友愛に満ちた�

市民のまち稲城�

主
な
記
事�

募集します　環境ポスター�
　プラザ　１０月１８日（日）開館予定�
熱中症にご用心�
義務教育就学児医療費助成制度�
２２年度　市職員の募集�
わがまち稲城２００９�
胃がん・乳がん・子宮がん検診�

２面�
３面�
４面�
５面�
６面�
７面�
８面�

毎月1日・15日発行�

毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

▽
期
日　

７
月　

日（
木
）

２３

※
雨
天
決
行

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
３
時

▽
会
場　

よ
み
う
り
ラ
ン
ド

▽
受
付
場
所　

ゴ
ン
ド
ラ
山
頂
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
横
の
入
場
受
付
特
設

テ
ン
ト

▽
対
象　

稲
城
市
民

▽
入
場
方
法　

左
下
の
入
場
引
換

券
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
当

日
入
場
受
付
特
設
テ
ン
ト
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
は
年
齢
制
限
が
な
く
な

り
、
全
市
民
が
対
象
と
な
り
ま
し

た
。

　稲城市民憲章推進協議会では「憲章で広げよう
心のまちづくり」をテーマに様々な事業を行って
います。その一つとして、子供たちが夏休みの一
日を楽しみ、市民憲章を知ってもらうために「稲
城市民憲章推進の日」として、よみうりランドの
遊園地入場が一日無料になります。オープニング
セレモニーには東京ヴェルディ・日テレベレーザ
の選手、関係者が登場する予定です。

稲城市民憲章推進協議会�

※当日遊園地入場前に、この券を入場受�
付特設テントに提出してください。�
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〈
切
り
取
り
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稲
城
市
民
憲
章　
　
　
　
　
　

一
、
太
陽
と
緑
を
た
い
せ
つ
に
し
、

　
　

土
の
香
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
市
民
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、

　
　

助
け
合
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
年
よ
り
や
こ
ど
も
を
い
た
わ
り
、

　
　

若
い
力
を
育
て
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
、

　
　

笑
顔
で
働
け
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
伝
統
を
尊
び
、
文
化
を
高
め
、

　
　

未
来
に
展
望
が
も
て
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

稲城市民憲章稲城市民憲章
推進の日推進の日

　

全
問
正
解
す
る
と
、
抽
選
で
豪

華
景
品
が
当
た
り
ま
す
。

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１１

▽
受
付
時
間
・
会
場　

午
前　

時
１０

〜　

時　

分
・
太
陽
の
広
場
横
特

１１

３０

設
テ
ン
ト

実施の有無のお知らせ

▽防災行政無線　午前７時３０分に実施または中止のお知らせをします。

▽多摩テレビ　午前７時１０分から７時３０分までの間、文字テロップ
で実施または中止のお知らせを放送します。
中止情報のお知らせ

▽市携帯電話版ホームページ（タイトル下のＱＲコードをご利用く
ださい）「マイタウン稲城市（稲城市からのお知らせ）」　午前６時
３０分ごろに中止の場合のみ情報を掲載します。
※メール受信希望者は、画面の「メールサービス」から登録してく
ださい。
※市ホームページからも閲覧できます（トップページ右上「携帯電
話版ホームページ」から）。

　

市
民
憲
章
推
進
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
、
東

京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
・

選
手
サ
イ
ン
入
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ッ
ズ
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
も
行

い
ま
す
。

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

時

１０

１５

１１

※
都
合
に
よ
り
時
間
・
内
容
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー 

◆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

▲

サ
イ
ン
入
り
グ
ッ
ズ
も
当
た
る
抽
選
会

▲
全
問
正
解
を
目
指
そ
う
！

まちの美化は、あなたが主役まちの美化は、あなたが主役

 環境美化市民運動環境美化市民運動
　　　　　７月２６日（日）

▽問い合わせ　環境課ごみ・リサイクル係

　環境美化市民運動は、各地区の自治会などの代表者で構成される推進
本部が中心となって実施している市内一斉美化運動です。夏の暑い時期
ですが、ぜひご参加ください。私たちの住むまちを私たちの手できれい
にしましょう。

▽期日　７月２６日（日）
※小雨実施
※雨天の場合でもごみ収集車を手配します。

▽時間　午前８時～正午
※清掃開始時間、集合場所などは各自治会・団体により異なりますので、
確認してください。

▽内容　道路（危険のない場所）や水路、公園など公共の場所を中心に、
散乱ごみの収集や草取りなど

▽持ち物　暑さ対策の帽子、軍手、鎌、スコップ、竹ぼうきなど
※作業しやすい服装で参加してください。

▽分別方法　燃えるごみ、燃えないごみ、 剪 
せん

 定  枝 、ヘドロ・汚泥に分別
てい し

し、各自治会や団体が指定した場所（赤い旗が目印）に出してください。
※ごみ袋は市から各団体へ配布しています。

▽ごみの収集　指定場所（赤い旗が目印）に集められた燃えるごみ、燃え
ないごみ、剪定枝は当日の午前９時ごろから収集します。収集は２回行
います（収集 漏 れなどがあった場合には、連絡してください）。

も

※ヘドロ・汚泥は土のう袋に入れて出してください。水分を乾燥させて
から、７月２８日（火）に収集します。

憲章で広げよう 心のまちづくり憲章で広げよう　心のまちづくり
７月２３日
（木）

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市
民
憲
章

推
進
協
議
会
事
務
局
（
協
働
推
進

課
協
働
推
進
係
）

○
の
り
も
の
券
シ
ー
ト
＝　

円（
通

８００

常
１
２
０
０
円
）

○
ワ
ン
デ
ー
パ
ス
＝
大
人
２
５
０

０
円（
通
常
４
５
０
０
円
）、
子
供

２
５
０
０
円（
通
常
３
５
０
０
円
）

○
プ
ー
ル
Ｗ
Ａ
Ｉ
＝
大
人
１
８
０

０
円（
通
常
２
８
０
０
円
）、
子
供

　

円（
通
常
１
８
０
０
円
）

８００※
３
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
は
子
供

料
金
で
す
。

①
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
遊
園
地
入
場

無
料

②
各
種
割
引

◆
稲
城
市
民
憲
章

推
進
の
日　

特
典 

▽
場
所　

太
陽
の
広
場

▲

昨
年
の
様
子

▲入場受付特設テント



２１・７・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（２）

▽
テ
ー
マ　

①
ご
み
を
減
ら
す
こ

と
、
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
関
す
る
こ
と　

②
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
禁
止
や
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
持

ち
帰
り
な
ど
、
環
境
美
化
に
関
す

る
こ
と

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
小
学
生
以
上
の
方

▽
応
募
期
間　

９
月
１
日（
火
）〜

　

月　

日（
金
）

１０

１６

▽
規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙
（
切

り
絵
、
張
り
絵
は
不
可
）

※
作
品
は
本
人
の
も
の
で
、
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
住

所
、
氏
名
、年
齢
、電
話
番
号（
小
・

中
学
生
は
学
校
名
、
学
年
）
を
記

入
の
う
え
、応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
の
著
作
権
並
び
に
所

有
権
は
、
主
催
者（
稲
城
市
）に
帰

属
し
ま
す
。

※
展
示
や
掲
載
に
伴
い
、
入
選
者

の
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
を
公
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲２０年度最優秀賞
（毛利　真菜さんの作品）

▽
審
査　

テ
ー
マ
①
は
稲
城
市
廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で
、
テ

ー
マ
②
は
稲
城
市
ま
ち
を
き
れ
い

に
す
る
市
民
協
議
会
で
、
そ
れ
ぞ

れ
審
査
し
ま
す
。

▽
審
査
結
果　

応
募
者
あ
て
に
郵

送
し
ま
す
。

※
市
立
小
・
中
学
生
は
、
学
校
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
各
テ
ー
マ
の
優
秀
作
品
に
は
賞

状
及
び
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。
ま

た
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
展
示
す
る

他
、
数
点
を
「
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な
ど
に
掲
載
し

ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
課

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係　

Ｔ
Ａ
な
ど　

団
体
が
登
録
し
、
資

５７

源
物
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
度
の
年
間
回
収
量
は
１
８
３

２０５
ト
ン
で　

年
度
と
比
較
し
て
約

１９

　

ト
ン
増
加
し
ま
し
た
。
今
後
、

７０活
動
を
予
定
し
て
い
る
団
体
は
、

こ
の
制
度
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

一
定
の
要
件
を
整
え
、

事
前
に
市
に
登
録
を
行
っ
た
団
体

が
補
助
金
支
給
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

▽
補
助
対
象
物　

古
紙（
新
聞
紙
、

ざ
つ
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
）
、

古
布
、
金
属
（
鉄
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
な
ど
）
、
瓶
類
、
食
用
廃
油

※
回
収
日
、
回
収
品
目
は
各
団
体

で
異
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
係

ご利用くださいご利用ください

資源物の資源物の
集団集団回回収補助収補助制度制度

　

資
源
物
は
、
市
の
回
収
の
他
、

地
域
の
団
体
に
よ
る
回
収
も
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
で
回
収
さ

れ
た
団
体
に
は
実
績
に
応
じ
て
市

か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
自
治
会
・
子
供
会
・
Ｐ

夏
休
み

 

親
子
で

親
子
で

ご
み
処
理
施
設

　

ご
み
処
理
施
設

見
学
会

見
学
会

　

ご
み
処
理
の
流
れ
や
仕
組
み
を

実
地
に
学
び
、
ご
み
減
量
と
リ
サ

イ
ク
ル
の
重
要
性
を
実
感
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
ご
み
の
中
間
処
理

施
設
と
最
終
処
分
場
の
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
以

上
の
方

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

　夏休みの時期には、子供の交通事故が多くな
ります。悲しい事故から大切な子供たちを守る
ために、保護者の方は次のことを子供たちによ
く注意してあげてください。
道路で必ず守ること
○道路を横断する時は、横断歩道や歩道橋のあ
る場所を渡りましょう。
○信号機が青になっても慌てず、「右、左、も
う一度右」をよく見てから道路を渡りましょう。
○道路やその近くでボール遊びなどをするのは
やめましょう。
自転車に乗る時に守ること
　自転車安全利用５則を守って自転車を利用し
ましょう。
○自転車は車道を走るのが原則ですが、自転車
通行可の標識がある所の他、１３歳未満の子供は
歩道を通行できます（７０歳以上の高齢者や体の
不自由な人も通行できます）。
○車道は左側を通行しましょう。
○自転車が歩道を走る場合は、歩行者優先で自
転車は車道寄りを徐行しましょう。
○安全ルールを守りましょう。二人乗りや並進、
無灯火、信号無視や一時不停止は絶対にやめま
しょう。
○１３歳未満の子供には自転車に乗る時、乗車用
ヘルメットをかぶらせましょう。

▽問い合わせ　管理課交通対策係

　

市
で
は
、
「
多
く
の
人
が
利
用

す
る
公
園
で
す
。
近
隣
や
他
人
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。
」
を
標
語
に
公
園
利

用
の
マ
ナ
ー
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
ご
み
が
散
乱
し
て
い

る
、
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
が
落
ち
て
い

る
な
ど
、
公
園
の
利
用
に
関
す
る

苦
情
が
、
毎
年
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
夏
は
、
日
が
沈
ん

だ
後
に
公
園
を
利
用
す
る
方
が
多

く
見
ら
れ
る
時
期
で
す
。

　

公
園
を
利
用
す
る
人
が
お
互
い

に
マ
ナ
ー
を
守
り
、
気
持
ち
良
く

利
用
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 
公
園
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

○
夜
遅
く
ま
で
大
声
で
騒
ぐ
な
ど

公
園
の
周
辺
に
住
ん
で
い
る
方
に
、

迷
惑
と
な
る
よ
う
な
行
為
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

○
公
園
で
花
火
を
す
る
時
は
、
バ

ケ
ツ
に
水
を
用
意
し
、
火
災
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
爆
竹
な
ど
は
、

他
の
利
用
者
や
近
隣
の
方
の
迷
惑

と
な
り
ま
す
の
で
、
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
迷
惑
行
為
な
ど
を
発
見
し
た
場

合
は
、
い
な
ぎ
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ル

ネ
ス
財
団
（
市
内
公
園
の
指
定
管

理
者
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
夜
間
の
公
園
利
用
に
よ
る
安
眠

妨
害
や
不
審
者
に
関
す
る
こ
と
は
、

１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

緑
と
建
設
課
緑

と
水
の
係
、
い
な
ぎ
グ
リ
ー
ン
ウ

ェ
ル
ネ
ス
財
団（
指
定
管
理
者
）　

1　

・
７
１
５
６

３３１

▽
期
日　

８
月
６
日（
木
）

▽
集
合
時
間　

午
前
９
時
（
午
後

５
時
解
散
予
定
）

▽
集
合
・
解
散
場
所　

市
役
所
時

計
台
下

※
市
の
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

▽
コ
ー
ス　

市
役
所
〜
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
多
摩
川
〜
日
の
出
町
最

終
処
分
場
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
施

設
）
〜
市
役
所

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

３０

▽
費
用　
　

円（
昼
食
代
）

７００

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環

境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の　

人
１０

以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
説
明
時
間　
　

分
〜
１
時
間
程

３０

度※
開
催
日
、
時
間
、
場
所
な
ど
は

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

開
催
日
２
週

間
前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環

境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

市市職職員員にによよるる
ごみ減量ごみ減量
地域説明会地域説明会

　

ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
、
職
員
が
地
域
へ
説
明
に
伺

い
ま
す
。

　

①
ご
み
量
や
そ
の
内
訳
②
処
理

の
流
れ
③
減
量
の
ポ
イ
ン
ト
を
ゲ

ー
ム
や
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
す
る
他
、

疑
問
、
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

今年の夏も今年の夏も
ご協力くださいご協力ください

省省エエネネ・・節節電電

　

夏
は
エ
ア
コ
ン
の
使
用
な
ど
に

よ
り
一
年
を
通
し
て
最
も
電
気
使

用
量
の
大
き
く
な
る
季
節
で
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
と
資
源
節
約
の

た
め
に
、
今
年
の
夏
も
、
ぜ
ひ
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
節
電
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

冷
房
を
使
う
前
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う 

　

窓
を
開
け
て
自
然
の
風
を
取
り

入
れ
た
り
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
や
ブ

ラ
イ
ン
ド
な
ど
で
窓
か
ら
の
日
差

し
を
遮
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

 
冷
房
の
設
定
温
度
は　

度
に 

２８

　

外
気
温
度
が　

度
の
場
合
、
冷

３１

房
を　

度
か
ら　

度
に
設
定
す
る

２７

２８

と
、
電
気
代
を
季
間
約
６
７
０
円

節
約
で
き
ま
す
。

 
軽
装
で
快
適
に 

　

近
年
多
く
の
企
業
で
も
ク
ー
ル

ビ
ズ
を
実
践
す
る
と
こ
ろ
が
増
え

て
い
ま
す
。
家
庭
で
も
軽
装
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

 
「
コ
ン
セ
ン
ト
抜
き
」を
忘
れ
ず
に 

　

家
庭
で
消
費
す
る
電
力
の
約
１

割
が「
待
機
時
消
費
電
力
」で
す
。

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
か
、
ス
イ
ッ

チ
付
き
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

 
人
の
い
な
い
部
屋
は

照
明
を
消
し
ま
し
ょ
う 

　

家
族
は
一
部
屋
で
だ
ん
ら
ん
を

楽
し
み
、
人
の
い
な
い
部
屋
の
照

明
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

 
白
熱
電
球
は
電
球
型
蛍
光
灯
に

替
え
ま
し
ょ
う 

　

白
熱
電
球
を
交
換
す
る
際
に
は
、

効
率
の
良
い
電
球
型
蛍
光
灯
に
取

り
替
え
ま
し
ょ
う
。

 
入
浴
は
間
隔
を
空
け
ず
に

入
り
ま
し
ょ
う 

　

４
・
５
度
低
下
し
た
湯
２
０
０

リ
ッ
ト
ル
を
追
い
炊
き
し
な
か
っ

た
場
合
、
ガ
ス
代
を
年
間
約
５
９

２
０
円
節
約
で
き
ま
す
。
ま
た
、

シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
は
こ
ま
め
に
止

め
ま
し
ょ
う
。

 
お
出
か
け
は
電
車
や
バ
ス
で

　

人
一
人
を
運
ぶ
の
に
要
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
自
家
用
車
に
比
べ

る
と
電
車
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
が
大
幅
に
効
率
的
で
す
。

 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う 

　

車
を
発
進
す
る
時
は
、
ふ
ん
わ

り
ア
ク
セ
ル
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

燃
費
が
向
上
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
保

全
係

　

市
で
は
、
平
成　

年
か
ら
「
稲

１２

城
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
市
民

条
例
」
を
制
定
し
、
犬
の
ふ
ん
の

放
置
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

犬
を
散
歩
・
運
動
さ
せ
る
時
は
、

ふ
ん
を
処
理
す
る
た
め
の
用
具
を

携
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
犬
の
ふ
ん
の
放
置
が
悪
質

な
場
合
に
は
、
２
千
円
以
下
の
過

料
が
科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
保

全
係 禁

止
さ
れ
て
い
ま
す

犬
の
ふ
ん
の

放
置

公公
園園
利利
用用
のの

ママ
ナナ
ーー
をを

守守
りり
まま
しし
ょょ
うう

▲気持ちの良い公園は、一人ひと
りのマナーから

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

環
境
ポ
ス
タ
ー

　

環
境
ポ
ス
タ
ー

き
れ
い
な
ま
ち
を
い
つ
ま
で
も

き
れ
い
な
ま
ち
を
い
つ
ま
で
も

▲リサイクルの重要性を学びましょう

夏休みの子供たちを夏休みの子供たちを
交通事故から　交通事故から

守りましょう守りましょう



（３）　代表電話は３７８－２１１１ ２１・７・１５

土
地
利
用
条
件
付

土
地
利
用
条
件
付

一
般
競
争
入
札

一
般
競
争
入
札

　

�
プ
ラ
ザ
の
開
館
を
記
念
し
た

事
業
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
本
紙

折
り
込
み
の
生
涯
学
習
だ
よ
り「
ひ

ろ
ば
」
７
月　

日
号
を
参
照
し
て

１５

く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ル
事
業
】

　
　

月
の
週
末
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

１０

▲メインエントランス付近の階段

▲プレイスペース屋根

　

�
プ
ラ
ザ
は
、　

月　

日（
日
）

１０

１８

若
葉
台
駅
前
に
開
館
を
予
定
し
て

お
り
、
若
葉
台
の
森
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
定
員
４
１
０
人
の
ホ
ー
ル
を

は
じ
め
、
ス
タ
ジ
オ
、
会
議
室
、

実
習
室
な
ど
の
施
設
や
児
童
・
青

少
年
を
対
象
に
し
た
プ
レ
イ
ル
ー

ム
、
創
作
室
、
図
書
館
、
若
葉
台

出
張
所
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
が
入
る
複
合
施
設
で
す
。

ホ
ー
ル
、
会
議
室
な
ど
の
使
用
予

約
も
随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
稲
城
市
立
�
プ
ラ
ザ
開
館

　

市
で
は
現
在
、　

年
度
か
ら
の

２３

新
た
な
長
期
総
合
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て
、
計
画
原
案
に
つ
い
て
審
議

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
稲
城
市

長
期
総
合
計
画
審
議
会
」
を
設
置

し
ま
す
。
審
議
会
の
委
員
は
、　
２０

人
で
、
教
育
委
員
会
、
農
業
委
員

会
及
び
都
市
計
画
審
議
会
の
各
委

員
、
学
識
経
験
者
、
一
般
市
民
、

市
の
職
員
で
構
成
し
ま
す
。

　

こ
の
審
議
会
の
一
般
市
民
委
員

と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

２０

の
方

※
会
議
は
原
則
、
公
開
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
委
員
の
氏
名
な
ど
も

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し

募集します募集します

（（仮称仮称））第四次稲城市第四次稲城市

長 長期総合計画期総合計画

審議会委員審議会委員

▲ホール客席上部の施工状況

▲屋根などを施工中の外観

ププ
ララ
ザザ
内内
にに移移

転転
しし
まま
すす 

若
葉
台
出
張
所

若
葉
台
出
張
所 

　

市
が
施
行
す
る
「
稲
城
南
多
摩

駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
」は
、

国
や
都
の
各
種
補
助
金
な
ど
を
導

入
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、　

年
度
か
ら　

年

１６

２０

度
に
か
け
て
導
入
し
た
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
制
度
で
は
、
「
対
象
事

業
の
計
画
段
階
に
お
い
て
数
値
目

標
を
定
め
、
補
助
最
終
年
度
に
達

成
状
況
の
評
価
を
行
い
公
表
し
、

翌
年
度
に
再
確
認
し
て
評
価
を
確

定
さ
せ
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
３
月
か
ら
公
表
し
て

い
る
評
価
結
果
を
再
確
認
し
た
も

の
を
確
定
値
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

▽
期
間　

７
月　

日（
火
）〜　

年

２１

２２

３
月　

日（
水
）

３１

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

▽
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

▽
場
所　

区
画
整
理
課
窓
口
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

区
画
整
理
課
南

武
線
・
三
駅
整
備
係

▽
期
日　
　

月　

日（
日
）

１０

１８

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

青
山
学
院
大
学
（
地
下

鉄
表
参
道
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

▽
費
用　

６
千
円

▽
申
し
込
み
方
法　

下
水
道
課
で

配
布
し
て
い
る
受
験
申
込
書
に
記

入
の
う
え
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

８
月
３
日（
月
）〜

９
月
１
日（
火
）

※
受
験
資
格
及
び
申
込
先
な
ど
の

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
施
設

管
理
係

　

下
水
道
本
管
工
事
が
完
了
し
た

こ
と
で
、
７
月　

日（
水
）か
ら
坂

１５

浜
地
区
の
一
部
で
新
た
に
下
水
道

が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た（
右
図
参
照
）。

 
下
水
道
の
接
続
をお

願
い
し
ま
す 

　

各
家
庭
か
ら
の
排
水
設
備
工
事

の
申
請
は
、
市
指
定
の
下
水
道
工

事
店
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
施
設

管
理
係

公
表
し
ま
す

公
表
し
ま
す

まま
ちち
づづ
くく
りり

交交
付付
金金
制制
度度
のの

フフ
ォォ
ロロ
ーー
アア
ッッ
ププ
結結
果果

坂浜地区

坂浜�
診療所�

高勝寺�

交
番�

高
勝
寺
坂
通
り�稲城第二�

小学校�

坂浜坂浜�坂浜�

宝蔵院�

上谷戸通り
�

鶴
川
街
道�

京
王
相
模
原
線� ゴルフ場�

駒沢学園�

駒沢学園�

　　　＝拡大区域

東京ヴェルディ 稲城市民シート東京ヴェルディ　稲城市民シート
　前半戦に引き続き「稲城市民シート」を販売しますが、
９月以降の後半戦の販売スケジュールが確定していないた
め、決まり次第、市ホームページに掲載します。また、広
報いなぎ８月１５日号にも掲載する予定です。

▽問い合わせ　体育課体育係、（株）日本テレビフットボー
ルクラブ　多田　1０４４－９４６－３０４１（直通）

ま
す
。

▽
活
動
期
間（
予
定
）　
　

月
初
旬

１０

〜　

年
６
月

２２
▽
会
議
時
間
・
回
数　

平
日
の
午

後
（
一
回
に
つ
き
、
２
〜
３
時
間

程
度
）
・
月
１
〜
２
回
程
度

※
夜
間
に
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
募
集
人
員　

３
人

▽
報
酬　

市
の
基
準
に
よ
る

▽
応
募
方
法　

応
募
用
紙
（
企
画

部
長
期
総
合
計
画
担
当
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ

ー
、
中
央
図
書
館
、
総
合
体
育
館

で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、　

字
〜
１
２
０

８００

０
字
程
度
の
作
文
（
題
名
＝
「
こ

れ
か
ら
の
稲
城
に
つ
い
て
」
）
を

作
成
し
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
選
考
方
法　

応
募
多
数
の
場
合

は
、
多
様
な
ご
意
見
が
い
た
だ
け

る
よ
う
、
地
域
、
年
齢
、
性
別
な

ど
の
委
員
構
成
の
均
衡
を
考
慮
し

て
決
定
し
ま
す
。

▽
応
募
期
限　

８
月
７
日

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
部

長
期
総
合
計
画
担
当

　

市
で
は
、
左
下
表
の
土
地
を
土

地
利
用
条
件
付
一
般
競
争
入
札
で

売
り
払
い
ま
す
。

▽
土
地
利
用
条
件　

福
祉
施
設
の

建
設

▽
入
札
参
加
資
格　

市
内
で
福
祉

施
設
の
建
設
、
経
営
の
実
績
が
あ

り
購
入
予
定
地
に
自
ら
福
祉
施
設

を
建
設
し
、
経
営
す
る
こ
と
が
で

き
る
事
業
者

▽
入
札
参
加
要
領
配
布
期
間
・
時

間
・
会
場　

７
月　

日（
水
）〜
８

１５

月
４
日（
火
）・
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
・
契
約
管
財
課

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

▽
入
札
申
込
日
・
時
間　

８
月
３

日（
月
）、
４
日（
火
）・
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時

３０▽
入
札
期
日
・
時
間
・
会
場　

８

月
５
日（
水
）・
午
前　

時
〜
・
市

１０

役
所
４
階
理
事
者
控
え
室

▽
申
し
込
み
方
法　

「
土
地
利
用

条
件
付
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
市

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お

金
や
品
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
す
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。　

　

有
権
者
が
政
治
家
に
、
寄
附
を

出
す
よ
う
勧
め
た
り
要
求
し
た
り

す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
脅
し
た
り
、
政
治
家
を
陥

れ
る
目
的
で
寄
附
を
要
求
し
た
り

す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

▽
違
反
と
な
る
例

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○
町
内
会
の
集
会
や
催
し
物
へ
の

寸
志
、
差
し
入
れ

○
落
成
式
、
開
店
祝
い
の
花
輪

○
お
中
元
な
ど
の
贈
り
物

○
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出

席
す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

○
葬
儀
の
花
輪
、
供
花

▽
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員

会

売り払い土地

入札
最低価格地目面積所在地区画

番号

１０７,４４５,８４０円宅地
（現況宅地）５０６．８２㎡

矢野口字松葉
　１８０４番地の３
矢野口字松葉
　１８０４番地の４
矢野口字松葉
　１８０４番地の８

①

※３筆１画地での売払いになります。

有
地
の
売
払
い
参
加
要
領
」
を
よ

く
お
読
み
い
た
だ
い
た
う
え
で
、

「
土
地
利
用
条
件
付
一
般
競
争
入

札
参
加
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
入
札
時
に
、
市
が
定
め
る
入
札

保
証
金（
小
切
手
）が
必
要
に
な
り

ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

契

約
管
財
課
管
財
係

贈
ら
な
い
！
求
め
な
い
！

贈
ら
な
い
！
求
め
な
い
！

受
け
取
ら
な
い
！

受
け
取
ら
な
い
！

７７
月月
はは

政政
治治
家家
のの
寄寄
附附
禁禁
止止

ＰＰ
ＲＲ
強強
化化
月月
間間
でで
すす

準
備
室
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

生
涯
学
習
活
動
支
援
講
座
な
ど

を
行
い
ま
す
。
開
館
記
念
事
業
に

引
き
続
き
、
連
続
日
程
の
講
座
な

ど
を
企
画
す
る
予
定
で
す
。
自
然

科
学
系
講
座
、
子
育
て
講
座
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
や
芸
術
に
関
す
る
講
座

も
開
催
予
定
で
す
。

【
児
童
・
青
少
年
事
業
】

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
、
ア

ン
パ
ン
マ
ン
体
操
を
開
催
し
ま
す
。

開
館
記
念
事
業
以
外
に
も
多
く
の

講
座
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
計
画
し
て
、
様
々
な
体
験

か
ら
子
供
た
ち
が
学
べ
る
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。決
定
次
第
、

順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
内
容
の
詳
細
、申
し
込
み
方
法
、

チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法
は
、
「
稲
城

市
立
�
プ
ラ
ザ
開
館
前
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
ま
た
は
市
内
施
設
に
設
置

す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市
立
�
プ

ラ
ザ
開
館
準
備
室　

1　

・
５
４

０３

０
３
・
７
７
１
７

【
生
涯
学
習
・

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
】

ン
サ
ー
ト（
２
公
演
）、
児
童
向
け

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
津
軽
三
味
線
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
開
館

記
念
事
業
以
外
に
も
様
々
な
タ
イ

プ
の
舞
台
芸
術
を
提
供
し
ま
す
。

準
備
を
進
め
て
い
ま
す

準
備
を
進
め
て
い
ま
す

 

�
プ
ラ
ザ

プ
ラ
ザ

　
　

月月　

日日（
日
）

（
日
）

１0１0

１8１8

開
館
予
定

開
館
予
定

あ
い
あ
い

　

稲
城
市
立
�
プ
ラ
ザ
の
開
館

に
伴
い
、
若
葉
台
出
張
所
は
、

�
プ
ラ
ザ
内
へ
移
転
し
ま
す
。

詳
細
は
、
広
報
い
な
ぎ
９
月　
１５

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

若
葉
台
出
張

所　

1　

・
６
３
２
１

３５０

排
水
設
備
工
事

排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者

 

責
任
技
術
者

共
通
資
格
試
験

共
通
資
格
試
験

２１２１年度年度

下
水
道
整
備
区
域
拡
大

下
水
道
整
備
区
域
拡
大

�
プ
ラ
ザ

プ
ラ
ザ開館

記
念
事
業

開
館
記
念
事
業



２１・７・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（４）

�

▲２００９環境シンポジウムin稲城 
（６月２６日・中央文化センター）

　「虫眼鏡から見る地球の温暖化」
と題して、解剖学者・東京大学名誉
教授　 養 

よう

 老  孟  司 氏による講演会を開
ろう たけ し

催。会場の皆さんは、楽しくて知的
な環境の話に引き込まれていました。

　

長
時
間
暑
い
所
に
い
た
り
、
直

射
日
光
に
あ
た
っ
た
り
す
る
と
起

こ
る
熱
中
症
は
、
体
の
だ
る
さ
や

頭
痛
、
吐
き
気
、
め
ま
い
な
ど
の

症
状
の
他
、
ひ
ど
く
な
る
と
意
識

障
害
や
け
い
れ
ん
な
ど
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

　

夏
の
時
期
、
特
に
湿
度
が
高
い

日
な
ど
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
予
防
方
法　

の
ど
の
渇
き
を
感

じ
る
前
に
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補

給
し
ま
し
ょ
う
。
湿
度
が
高
く
暑

い
日
は
屋
内
で
も
発
症
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
高
齢
の
方
な

ど
は
屋
内
の
換
気
を
行
い
注
意
し

ま
し
ょ
う
。午
後
３
時
頃
ま
で
は
、

外
出
を
控
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

ま
た
、
地
表
面
は
体
感
温
度
よ
り

も
高
温
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
の
中
の
乳
幼
児
に
は

特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

「
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い

の
か
な
」
「
病
院
に
行
き
た
い
け

ど
診
察
し
て
く
れ
る
病
院
が
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
東
京
消
防
庁
で
は
、
こ

の
よ
う
な
救
急
相
談
に
救
急
隊
経

験
者
や
医
師
、看
護
師
が
対
応
し
、

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
「
救

急
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。　

▽
内
容　

診
療
可
能
な
医
療
機
関

の
案
内
、
受
診
や
応
急
手
当
の
ア

ド
バ
イ
ス

※
必
要
な
場
合
は
救
急
車
が
出
動

し
ま
す
。

▽
電
話
番
号　

○
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
プ
ッ
シ

ュ
回
線
＝
＃
７
１
１
９　

　

水
道
局
の
名
を
か
た
る
悪
質
な

訪
問
販
売
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
局
お
よ
び
市
水
道
課
で
は
次

の
よ
う
な
こ
と
は
、
一
切
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

○
お
客
さ
ま
か
ら
の
ご
依
頼
の
な

い
水
質
検
査

○
蛇
口
な
ど
の
器
具
類
、
浄
水
器

の
交
換
・
販
売
・
あ
っ
せ
ん

○
水
道
メ
ー
タ
交
換
代
金
や
水
質
・

漏
水
調
査
代
金
の
請
求

○
お
客
さ
ま
の
家
を
訪
問
し
て
の

水
道
料
金
の
集
金

※
引
っ
越
し
時
清
算
な
ど
を
除
く
。

○
銀
行
口
座
な
ど
へ
の
水
道
料
金

の
振
り
込
み
依
頼

　

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
家

の
中
に
入
れ
ず
、
身
分
証
明
書
の

提
示
を
求
め
る
と
と
も
に
、
水
道

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

水
道
課
配
水
係

1　

・
３
９
２
３

３７７

　

建
物
の
解
体
や
改
築
時
に
、
給

▽
電
話
番
号　

1
０
５
７
０
・
０

９
１
１
０
１

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合　

1　

・　

・
５
１
１
０

０４２

５４８

漏
水
を
発
見
し
た
ら
、

漏
水
を
発
見
し
た
ら
、

東
京
都
水
道
局

 
東
京
都
水
道
局

多
摩
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
へ

多
摩
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
へ 

水
管
の
漏
水
事
故
が
増
え
て
い
ま

す
。
解
体
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

給
水
管
の
撤
去
や
改
造
な
ど
の
申

請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
、
水
道
工
事
店
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

水
道
課
配
水
係

1　

・
３
９
２
３

３７７

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
地
球
に
は
、

た
く
さ
ん
の
水
が
あ
り
ま
す
が
、

身
の
回
り
に
あ
る
使
え
る
水
は
、

地
球
上
の
水
の
わ
ず
か
０
・　

％
０１

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
日
常
使
用
し
て

い
る
水
は
、
限
り
あ
る
貴
重
な
資

源
で
す
。
一
年
中
で
一
番
水
を
使

う
季
節
で
す
。
無
駄
を
省
い
て
節

水
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

 
上
手
な
水
の
使
い
方

○
お
風
呂
で
残
り
湯
を
半
分
の
再

利
用
す
る
こ
と
で
、　

リ
ッ
ト
ル

９０

の
節
約
に
な
り
ま
す
。
お
風
呂

の
残
り
湯
は
、
洗
濯
、
清
掃
、

散
水
な
ど
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て

お
使
い
く
だ
さ
い
。

○
自
動
車
洗
い
は
バ
ケ
ツ
を
使

う
と
、
２
１
０
リ
ッ
ト
ル
の
節

約
に
な
り
ま
す
。

○
シ
ャ
ワ
ー
は
３
分
間
流
し
続

け
る
と
、　

リ
ッ
ト
ル
の
水
を

３６

使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
シ
ャ

ワ
ー
は
こ
ま
め
に
止
め
ま
し
ょ

う
。

○
ト
イ
レ
は
「
大
」
「
小
」
の

レ
バ
ー
を
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

水
道
課
配
水

係　

1　

・
３
９
２
３

３７７

○
直
ち
に
救
急
車
を
呼
び
、
患
者

の
全
身
に
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
な
が

○
患
者
を
涼
し
い
場
所
に
移
動
し
、

体
を
横
に
し
て
衣
服
を
緩
め
る
。

○
患
者
に
水
ま
た
は
塩
分
の
入
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
飲

ま
せ
る
。

○
む
や
み
に
冷
や
さ
ず
、
患
者
が

快
適
と
感
じ
る
涼
し
さ
に
し
て
休

ま
せ
る
。

意
識
が
あ
り
、
体
温
が
あ
ま
り

上
昇
し
て
い
な
い
場
合 

意
識
が
な
く
、

体
温
が
非
常
に
高
い
場
合 

　

熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

次
の
よ
う
に
処
置
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
＝
1　

・　

・

０４２

５２１

２
３
２
３　

※
稲
城
消
防
署
で
も
、
救
急
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
簡
易
）を
行
っ
て

い
ま
す
。　

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署
警

防
課
救
急
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

　

稲
城
消
防
署
で
は
、
市
内
各
所

の
消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消

防
水
利
に
対
し
、
そ
の
付
近
に
水

利
標
識
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
標
識
は
基
本
的
に
は

道
路
や
植
え
込
み
な
ど
に
、
東
京

都
な
ど
の
許
可
を
受
け
設
置
し
て

い
ま
す
が
、
道
路
状
況
な
ど
に
よ

り
設
置
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
消
火
栓

な
ど
に
近
接
す
る
住
宅
の
敷
地
内

に
設
置
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

現
在
も
、
消
火
栓
な
ど
に
近
接

す
る
住
民
の
方
の
協
力
を
得
て
、

無
償
で
設
置
を
お
願
い
し
て
い
る

標
識
が
複
数
あ
り
ま
す
。

　

消
防
水
利
の
標
識
は
消
火
活
動

の
際
、
消
防
隊
に
消
防
水
利
の
位

置
を
示
す
と
と
も
に
、
消
防
活
動

の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
駐
車
車

両
な
ど
を
防
止
す
る
大
事
な
標
識

で
す
の
で
、
消
防
水
利
に
近
接
す

る
お
宅
に
標
識
の
設
置
を
依
頼
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に

は
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

稲
城
消
防
署
警

防
課
警
防
係　

1　

・
７
１
１

３７７
９

　

家
庭
や
地
域
に
お
け
る
防
火
防

災
・
防
犯
意
識
の
普
及
を
目
的
と

し
た「
稲
城
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
」

が
、　

年
４
月
１
日
に
義
務
化
と

２２

な
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

促
進
と
し
て
、
２
０
０
世
帯
以
上

の
住
宅
で
、
５
５
０
個
以
上
の
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
共
同
購
入
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
自

ら
、
６
月
３
日
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
工
場
視
察
を
行
い
、
火
災

の
早
期
発
見
に
最
も
効
果
が
あ
る
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
重
要
性
を

再
確
認
し
、
地
域
の
防
火
・
防
災

思
想
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
と
め
て
買
え
ば
「
低
廉
な
価

格
」
「
安
心
な
機
器
」
「
悪
質
販

売
の
防
止
」
と
な
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
共
同
購
入
を
自
治
会
な

ど
で
も
推
進
し
て
い
ま
す
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
火
災
を
早
く
知
り
、
避
難
す

る
こ
と
や
消
火
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
大
切
な
家
族
の
命
や
財
産

を
守
る
た
め
、
早
め
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署
予

防
課
予
防
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

つ
け
ま
し
た
か

 
火
災
の
早
期
発
見
に
有
効
な

住
宅
用
火
災
警
報
器
！ 

　

耐
震
診
断
と
は
、
大
地
震
に
対

し
、
住
宅
が
必
要
な
耐
震
性
能
を

有
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
調
査

で
す
。

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。　

▽
対
象
と
な
る
建
物　

市
内
に
あ

る
木
造（
在
来
軸
組
工
法
に
限
る
）

の
住
宅
（
現
に
居
住
し
て
い
る
住

宅
）
で
、
昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
の
建
築
確
認
で
建
築
し
た
所
有

者
が
個
人
の
木
造
住
宅　

▽
助
成
費
用　

２
万
５
千
円
（
上

限
）

▽
耐
震
診
断
内
容　

一
般
診
断
＝

耐
震
補
強
が
必
要
か
判
断
す
る
診

断
、
精
密
診
断
＝
補
強
設
計
を
念

頭
に
置
い
た
診
断　

▽
耐
震
診
断
を
す
る
業
者　

東
京

都
建
築
士
事
務
所
協
会
に
所
属
す

る
市
内
の
設
計
事
務
所
や
工
務
店

※
住
宅
を
建
築
し
た
業
者
で
も
構

い
ま
せ
ん
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
診
断
費
用　
　

万
円
〜　

万
円

１５

２０

（
消
費
税
を
除
く
）　

※
予
算
の
範
囲
内
で
行
い
ま
す
の

で
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消

防
署
警
防
課
防
災
係　

1　

・
７

３７７

１
１
９

　

市
で
は
「
災
害
時
の
動
物
救
護

の
対
策
に
関
す
る
協
定
」
を
東
京

都
獣
医
師
会
南
多
摩
支
部
稲
城
部

会
と
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
防
災
資
機
材
の
整
備
と

し
て
、
避
難
し
て
き
た
動
物
用
の

ケ
ー
ジ
と
身
元
表
示
の
登
録
状
況

を
読
み
取
る
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
リ

ー
ダ
ー
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

飼
い
主
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら

次
の
こ
と
を
参
考
に
災
害
時
の
備

え
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
災
害
時
に
は
ペ
ッ
ト
と
の
同
行

避
難
は
指
定
し
た
避
難
所
で
実
施

し
ま
す
。
市
で
備
蓄
し
た
ケ
ー
ジ

で
は
避
難
し
て
く
る
動
物
の
す
べ

て
は
対
応
で
き
な
い
た
め
、
飼
い

主
の
方
自
身
で
ケ
ー
ジ
と
食
糧
の

備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
災
害
時
に
は
飼
い
主
は
ペ
ッ
ト

を
伴
い
避
難
所
に
入
所
し
ま
す
が
、

飼
い
主
不
明
の
動
物
は
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
登

録
と
狂
犬
病
予
防
接
種
を
し
て
く

だ
さ
い
。
飼
い
主
の
連
絡
先
を
書

い
た
迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

を
装
着
す
る
の
も
有
効
で
す
。

○
避
難
所
で
の
病
気
の
伝
染
予
防

も
必
要
で
す
。
避
難
す
る
際
は
、

狂
犬
病
予
防
注
射
接
種
記
録
な
ど

が
記
載
さ
れ
た
「
動
物
同
行
避
難

健
康
手
帳
」
を
す
ぐ
持
ち
出
せ
る

よ
う
事
前
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署
警

防
課
防
災
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

納期限　７月３１日

固定資産税・都市計画税
（第２期）
国民健康保険税
（第１期）

▽問い合わせ　納税課納税係

応
急
処
置

応
急
処
置

ら
、
衣
類
や
扇
風
機
な
ど
で
風
を

当
て
て
冷
や
す
。

○
患
者
の
体
温
を
こ
ま
め
に
チ
ェ

ッ
ク
し
、
体
を
冷
や
し
す
ぎ
な
い

よ
う
に
す
る
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署
警

防
課
救
急
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心

熱
中
症
に
ご
用
心

（（
日
射
病
・
熱
射
病

日
射
病
・
熱
射
病
））

水
道
局
の
名
を
か
た
る

水
道
局
の
名
を
か
た
る

悪
質
業
者
な
ど
に

　

悪
質
業
者
な
ど
に

ご
注
意
を
！

ご
注
意
を
！

稲
城
市

稲
城
市

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員

　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員

 

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
共
同
購
入
活
動

　

の
共
同
購
入
活
動

を
実
施
！

を
実
施
！

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

水水
利
標
識
の

利
標
識
の

設
置
設
置

迷
っ
た
ら

迷
っ
た
ら

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

 

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

 　

時
間
受
付
・

時
間
受
付
・

2424

年
中
無
休

年
中
無
休

漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

災災
害害
時時
にに
備備
ええ
てて

 

動
物
救
護
の

動
物
救
護
の

備
え
を

備
え
を

地地
震震
にに
備備
ええ
てて

 

木
造
住
宅
の

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
を

耐
震
診
断
を

▲水利標識の例

▲

南山にトウキョウサンショウウオ
（７月２日撮影）

　南山の自然保護活動を２０年以上続け
ている「南山の自然を守る会」では、
南山東部地区で見つかったトウキョウ
サンショウウオを卵から育て移殖活動
を行っています。写真は、生後３カ月
ほどで体長約５センチまで成長した幼
生です。繁殖までには３～４年、寿命
は１０年あまりと言われています。

貴貴
重重
なな
水水
をを
大大
切切
にに

暮暮
らら
しし
にに

節節
水水
感感
覚覚
をを



（５）　代表電話は３７８－２１１１ ２１・７・１５
　

義
務
教
育
就
学
児
（
小
学
生
及

び
中
学
生
）
の
医
療
費
の
一
部
を

助
成
す
る
義
務
教
育
就
学
児
医
療

費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
市
で
は

　

月
１
日
か
ら
助
成
の
範
囲
を
拡

１０大
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
保
険
が
適
用
に

な
る
お
子
さ
ん
の
医
療
費
の
う
ち

１
割
分
を
助
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

　

月
診
療
分
以
降
は
、
入
院
時
は

１０自
己
負
担
分（
３
割
分
）全
額
、
通

院
時
は
一
部
負
担
金
の
２
０
０
円

（
通
院
１
回
当
た
り
）を
除
く
自
己

負
担
分（
３
割
分
）全
額
を
助
成
し

ま
す（
左
図
参
照
）。

▽
対
象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方　

①
市
内
に
住
所
の
あ
る

義
務
教
育
就
学
児
（
小
学
１
年
生

　

月
か
ら
助
成
の
範
囲
が
拡
大
し
ま
す

月
か
ら
助
成
の
範
囲
が
拡
大
し
ま
す

１０１０
義義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制
度

務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制
度

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
）
を
養
育
し
て
い
る　

②
各
種

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る　

③

前
年
ま
た
は
前
々
年
の
所
得
額
が

所
得
制
限
額
未
満

※　

月
１
日
以
降
有
効
の
義
務
教

１０
育
就
学
児
医
療
証
（
以
下
、
医
療

証
）
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
分

２０

の
所
得
で
審
査
し
ま
す
。
な
お
、

所
得
の
制
限
限
度
額
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん（
表
１
・
表
２
参
照
）。

※
対
象
者
で
、
現
在
、
医
療
証
を

受
給
し
て
い
な
い
方
は
、
新
た
に

手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
書
配
布
場
所　

子
育
て
支

援
課
児
童
係
、
平
尾
・
若
葉
台
出

張
所

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

▽
医
療
証
の
送
付　

８
月　

日
ま

３１

で
の
申
請
分
は
、　

月
１
日
か
ら

１０

有
効
の
医
療
証
を
９
月
末
に
発
送

し
ま
す
。

※
８
月　

日
以
降
も
随
時
受
け
付

３１

け
ま
す
。

▽
提
出
先　

子
育
て
支
援
課
児
童

係
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所

※
子
育
て
支
援
課
へ
の
郵
送
で
も

受
け
付
け
ま
す
（
申
請
に
当
た
っ

て
は
特
定
記
録
郵
便
な
ど
を
お
勧

め
し
ま
す
）
。

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課

児
童
係

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
子

育
て
に
関
す
る
生
活
実
態
や
、
子

育
て
支
援
に
関
す
る
意
向
・
要
望

な
ど
を
把
握
し
、
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
後
期
計
画
策
定
の
資

料
と
す
る
た
め
、
１
月
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
一
部
を
報
告
し
ま
す
（
グ
ラ
フ

１
〜
３
参
照
）
。

▽
調
査
対
象
・
回
収
結
果
（
有
効

回
収
率
）　

①
乳
幼
児
の
保
護
者

１
千
人
・　

人（　

・
７
％
）　

②

４８７

４８

小
学
生
の
保
護
者　

人
・　

人

７４０

３４４

（　

・
５
％
）　

③
中
学
生　

人
・

４６

２６０

　

人（　

・
０
％
）

１０４

４０

▽
抽
出
方
法　

住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
く
無
作
為
抽
出

▽
実
施
方
法　

郵
送
配
布
・
郵
送

回
収

▽
調
査
回
収
時
期　

１
月
６
日
〜

２
月
９
日

※
ニ
ー
ズ
調
査
報
告
書
は
、
市
役

所
１
階
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各

図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課

保
育
係

　

次
の
特
別
給
付
金
の
請
求
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

○
「
戦
傷
病
者
等
の
妻

に
対
す
る
特
別
給
付
金
」
第
二
十

三
回
い
号
、
第
十
三
回
わ
号　

○

「
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
」
第
二
十
二
回
は
号
、
第

十
七
回
を
号
、
第
十
回
つ
号
、
第

四
回
な
号

▽
請
求
期
限　

９
月　

日
３０

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
特
別
給
付
金

を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

▽
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

生
活
福

祉
課
地
域
福
祉
係
、
東
京
都
福
祉

保
健
局
計
画
課
援
護
恩
給
係　

1

　

・
５
３
２
０
・
４
０
７
７

０３

 
保
険
料
納
付
方
法
、

　

口
座
振
替
に
よ
る
納
付

（
表
１
参
照
） 

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

付
方
法
は
、
年
金
天
引
き
（
特
別

徴
収
）
、
金
融
機
関
な
ど
で
納
付

書
で
納
付
、
口
座
振
替
の
３
種
類

が
あ
り
ま
す
。
納
付
方
法
は
個
人

ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、
通
知

書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
納
付
書
で
保
険
料
を
納

付
し
て
い
る
方
で
、
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
を
希
望
す
る
方
は
、
金

融
機
関
に
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
「
口
座

振
替
依
頼
書
」
は
市
役
所
、平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
市
内
の
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
市
外
の
金
融
機

関
で
手
続
き
を
さ
れ
る
方
は
郵
送

し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
年
金
天
引
き
で
保
険
料

を
納
付
し
て
い
る
方
、
ま
た
は　
１０

月
か
ら
年
金
天
引
き
に
よ
る
納
付

と
な
っ
て
い
る
方
で
、
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
を
希
望
す
る
方
は
、

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
と
「
納
付

方
法
変
更
申
出
書
（
年
金
天
引
き

を
止
め
る
申
請
書
）
」
を
郵
送
し

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
を
口

座
振
替
で
納
付
し
て
い
る
場
合
で

も
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

口
座
振
替
は
、
別
途
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

入
院
時
の
一
部
負
担
金
限
度
額

と
食
事
代
の
減
額（
表
２
参
照
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
世
帯

全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方
は
、

市
役
所
へ
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証（
以
下
、
認
定
証
）」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
さ
れ
た
認

定
証
を
入
院
時
に
医
療
機
関
に
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
部
負
担

金
が
表
２
の
限
度
額
ま
で
と
な
り
、

食
事
代
も
表
２
の
金
額
と
な
り
ま

す
。

　

入
院
時
に
認
定
証
を
医
療
機
関

に
提
示
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
表

２
の
一
部
負
担
金
限
度
額
を
超
え

て
支
払
っ
た
額
が
、
高
額
療
養
費

と
し
て
後
日
、
東
京
都
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
よ
り
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ
ド

代
な
ど
は
保
険
の
適
用
外
と
な
り

ま
す
の
で
、
高
額
療
養
費
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
減
額
内
容　

表
２
の
と
お
り　

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
被
保

険
者
証　

②
印
鑑　

③
既
に
低
所

得
Ⅱ
の
認
定
証
を
交
付
さ
れ
て
い

る
方
で
、
交
付
期
間
中
の
入
院
日

戦
傷
病
者
・

戦
傷
病
者
・

戦
没
者
等

 

戦
没
者
等
のの

妻
の
皆
さ
ん
へ

妻
の
皆
さ
ん
へ

○稲城市が暮らしやすくなるために望むこと　※複数回答�
公園など遊べる場所の増設�
スポーツができる場所の充実�
図書館の本や開館時間の充実�

児童館での活動や開館時間の充実�
買い物の場所の充実�

夜道の安全確保�
歩道の整備など交通安全の充実�

きれいなまちづくりの推進�
市内の交通の便の改善�

都心などへの交通の便の改善�
パソコンを自由に使える場所の増設�

回答数=１０４�

グラフ３　調査結果〈対象：中学生〉�

１５.４％�

１５.４％�

２１.２％�

１２.５％�

１３.５％�

２１.２％�

２.９％�

８.７％�

３８.５％�

４５.２％�

４９.０％�

学童クラブを利用したい�

グラフ２　調査結果〈対象：小学生の保護者〉�

○小学４年生以降の放課後をどのように過させたいか �

無回答�

その他�

回答数=３４４�

クラブ活動など�
習い事をさせたい�

利用を希望する�
サービスは特にない�

児童館を利用したい�

１５.１％�

９.９％�９.９％�

１１.６％�１１.６％� ２７.６％�２７.６％�

２２.１％�２２.１％�

１３.７％�１３.７％�

グラフ１　調査結果〈対象：乳幼児の保護者〉�
○保育サービスの利用希望　※複数回答�

認可保育所�
家庭福祉員�

事業所内保育施設�
認証保育所�

その他の保育施設�
幼稚園�

幼稚園の預かり保育�
ベビーシッター�

ファミリーサポートセンター事業�
一時保育�

病児・病後児保育�

３４.４％�
４.７％�

１２.７％�

２２.０％�

２４.２％�

２６.７％�

２８.７％�

１０.７％�
３.９％�

６.６％�
３.３％�

回答数=４８７�

報
告
し
ま
す

稲稲
城
市
次
世
代

城
市
次
世
代

育
成
支
援
に
関
す
る

 

育
成
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査

ニ
ー
ズ
調
査

後
期
高
齢
者

後
期
高
齢
者

医
療
制
度

医
療
制
度

表１　口座振替の手続き方法

必要な手続き区分

○市役所または出張所へ「納付方法変更申出書」を提出
○金融機関へ「口座振替依頼書」を提出

年金天引きの方また
は１０月から年金天引
きの方　　　　　　

○金融機関へ「口座振替依頼書」を提出納付書払いの方

表２　入院時の一部負担金限度額と食事代の減額

食事代
（１食当たり）

一部負担金限度額
（月額）所得区分

２６０円８０,１００円＋（医療費－
２６７,０００円）×１％　 現役並み所得者（３割負担）

２６０円４４,４００円一般の方（１割負担）

２１０円

２４,６００円世帯全員が住民税非課税低所得
Ⅱ １６０円

※上記③該当者

１００円１５,０００円

世帯全員が住民税非課税で、
それぞれの所得金額がすべて
０円（公的年金の控除は８０万
円として計算）または被保険
者が老齢福祉年金受給者

低所得
Ⅰ

数
が　

日
を
超
え
る
方
（
過
去　

９０

１２

カ
月
以
内
に
限
る
）
は
、
医
療
機

関
の
領
収
書
な
ど
入
院
日
数
が
分

か
る
も
の（
写
し
で
も
可
）

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
後

期
高
齢
者
医
療
係

図　義務教育就学児医療費助成制度　助成の範囲（概念図）

表１　所得制限額

厚生年金
など加入者

国民年金
加入者

扶養人数
注１

５,３２０,０００円４,６００,０００円０人

５,７００,０００円４,９８０,０００円１人

６,０８０,０００円５,３６０,０００円２人

６,４６０,０００円５,７４０,０００円３人

６,８４０,０００円６,１２０,０００円４人

７,２２０,０００円６,５００,０００円５人

注１　扶養人数とは、平成２０年中の税法上
の扶養人数です。
注２　この表の金額と比べるのは、あなた
の所得（源泉徴収票の「給与所得控除後の
金額」、市・都民税特別徴収税額通知の「総
所得金額①」、確定申告書の「所得金額の
合計」を参考にしてください）から、表２
の控除額を引いた金額です。

表２　所得制限における控除額

控除額項目区分

 ６０,０００円老人扶養

扶養控除 ４００,０００円特別障害

２７０,０００円その他障害

４００,０００円特別障害

本人該当
控除

２７０,０００円その他障害

２７０,０００円寡婦・寡夫

３５０,０００円特別寡婦

２７０,０００円勤労学生

相当額雑損控除
その他
控除 相当額医療費控除

相当額小規模企業共済

 ８０,０００円定額控除
（社会保険相当額＝定額）

▼９月まで�

▼１０月以降�

健康保険で支給（７割）�

健康保険で支給（７割）�

義務教育就学児�
医療費助成制度�
で助成（１割）�

総医療費（保険が適用される分）�

総医療費（保険が適用される分）�

自己負担�
（２割）�

義務教育就学児医療費�
助成制度で助成�
（３割）�

※一部負担金�
（通院時のみ、１回当たり２００円）�



２１・７・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（６）
　

市
で
は
、　

年
４
月
以
降
に
採

２２

用
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
職
種
・
募
集
人
員
な
ど　

左
表

の
と
お
り

※
土
木
技
術
Ⅰ
類
の
年
齢
要
件
を

拡
大
し
ま
し
た
。

▽
応
募
方
法　

①
電
子
申
請
＝
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
平
成　

年
度
稲

２２

城
市
職
員
採
用
情
報
」
か
ら
申
請

※
実
務
上
、
す
べ
て
の
職
種
で
Ｉ

Ｔ
技
能
は
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
、
電
子
申
請
に
よ
る
申
し
込
み

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（　

年
度
採

２１

用
者
は
１
人
を
除
き
電
子
申
請
）。

②
申
請
書
（
や
む
を
得
な
い
理
由

で
電
子
申
請
が
で
き
な
い
場
合
）

＝
市
役
所
５
階
人
事
課
で
配
布
の

「
申
込
書
」
を
郵
送
（
受
付
最
終

日
の
み
人
事
課
へ
の
持
参
可
）

▽
応
募
期
間　

７
月　

日
〜
８
月

３１

　

日（
必
着
）

１４※
電
子
申
請
の
場
合
は
、
応
募
期

限
の
午
後
５
時
受
け
付
け
分
ま
で

▽
一
次
試
験
日　

９
月　

日（
日
）

１３

※
会
場
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
市
役
所
５
階
人
事
課
で
配
布

の
「
事
前
課
題
票
」
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
持
参
し
な
い
方

は
、
試
験
の
採
点
の
対
象
外
に
な

り
ま
す
。

▽
一
次
試
験
会
場　

駒
沢
女
子
大

学
・
短
期
大
学

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

人
事
課

人
事
給
与
係

　

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
知
識
や
経

験
を
市
政
運
営
に
役
立
て
て
み
ま

せ
ん
か
。
市
に
は
、各
種
委
員
会
・

審
議
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
市
民
の
方
の
情
報
を
登
録
し

て
お
く
「
人
材
バ
ン
ク
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
市
政
運
営
に
参
加
・

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ

ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
登
録
要
件　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方　

①
市
内
在
住
・
在
勤

の　

歳
以
上
の
方　

②
市
政
や
ま

２０
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、
積
極

的
に
行
政
運
営
に
参
加
す
る
意
欲

の
あ
る
方　

③
政
治
、
経
済
、
社

人人
材材
ババ
ンン
クク

（（
市市
政政
参参
加加
協協
力力
者者
））

登登
録録

　

年
齢
を
重
ね
る
と
、
優
し
い
言

葉
が
身
に
し
み
て
う
れ
し
い
も
の

で
す
。
悲
し
い
こ
と
に
悪
質
業
者

は
そ
れ
を
巧
み
に
利
用
し
ま
す
。

「
ど
う
し
て
だ
ま
さ
れ
る
の
か
し

ら
？
」
「
私
に
限
っ
て
…
」
な
ど

と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
、
大
丈
夫

で
す
か
。
相
談
業
務
に
携
わ
っ
て

い
た
講
師
が
実
例
を
も
と
に
対
処

法
を
お
話
し
し
ま
す
。
お
茶
と
手

作
り
お
や
つ
付
き
で
す
。

▽
期
日　

７
月　

日（
木
）　

３０

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

▽
会
場　

稲
城
市
消
費
者
ル
ー
ム

▽
定
員　
　

人
１５

▽
講
師　

森
山　

祥
子
氏
（
全
国

消
費
生
活
相
談
員
協
会
会
員
）

▽
費
用　
　

円
（
保
険
、
お
や
つ

１５０

代
）

▽
主
催　

消
費
者
団
体
「
ふ
た
こ

ぶ
ら
く
だ
」

▽
申
し
込
み
方
法　

消
費
者
ル
ー

ム
（
午
前　

時
〜
正
午
・
午
後
１

１０

時
〜
５
時
）
に
電
話
（
1　

・
７

３７０

５
１
０
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
期
限　

７
月　

日
２４

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
消
費
生

活
係

　

景
気
の
影
響
で
会
社
の
業
績
が

悪
化
し
た
場
合
、
従
業
員
の
雇
用

を
維
持
す
る
た
め
に
賃
金
を
一
部

補
助
す
る
制
度
で
す
。　
　
　

▽
期
日　

７
月　

日（
月
）

２７

▽
時
間　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
申
し
込
み
方
法　

商
工
会
に
電

経
営
で
お
困
り
の

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

「「
雇
用
調
整

雇
用
調
整

助
成
金
制
度
」

　

助
成
金
制
度
」

の
説
明
会
を

　
　

の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

話（
1　

・
１
６
９
６
）で
申
し
込

３７７

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

商
工
会
、
市
役

所
経
済
課
商
工
係

※
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府
中　

1　

・
８

３３６

６
０
９

　

７
月
１
日
か
ら
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
診

断
群
分
類
別
包
括
評
価
）
」
を
導

入
し
、
入
院
診
療
費
の
算
定
方
法

が
変
わ
り
ま
し
た
。

市
立
病
院

入入
院
診
療
費
の

院
診
療
費
の

算
定
方
法
が

　

算
定
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た

変
わ
り
ま
し
た

　

従
来
の
、
診
療
に
掛
か
っ
た
費

用
を
積
み
上
げ
る
方
法
か
ら
、
１

日
当
た
り
の
定
額
計
算
を
基
に
す

る
方
法
に
な
り
ま
し
た
。

※
金
額
は
病
気
や
症
状
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
病
気
・
治
療
内
容

に
よ
っ
て
は
、
こ
の
制
度
の
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
食
事
の
代
金
は
、
従
来
通
り
の

金
額
を
負
担
し
て
頂
き
ま
す
。

※
医
療
費
に
関
し
て
は
、
従
来
通

り
健
康
保
険
の
一
部
負
担
金
を
お

支
払
い
頂
き
ま
す
。
ま
た
、
病
名

に
よ
り
公
費
負
担
医
療
制
度
や
高

額
療
養
費
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

市
立
病
院
医
事

課
入
退
院
係　

1　

・
０
９
３
１

３７７

会
、
文
化
、
そ
の
他
の
分
野
で
専

門
的
知
識
・
経
験
の
あ
る
方

▽
問
い
合
わ
せ　

協
働
推
進
課
協

働
推
進
係

　

薬
物
の
使
用
は
、
私
た
ち
一
般

人
に
は
無
関
係
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
最
近
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感

覚
で
大
麻
な
ど
に
手
を
染
め
る
若

者
が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
し
た
薬
物
乱
用
の
実
態
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
。
映
像
を
見
な
が
ら
詳
し
く
説

明
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
期
日　

8
月
7
日（
金
）

▽
時
間　

午
後
7
時
〜

▽
会
場　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
）

▽
話
し
手　

橋
本　

定
夫
氏
（
東

京
都
薬
物
乱
用
防
止
推
進
稲
城
市

協
議
会
会
長
、
東
長
沼
在
住
）

▽
費
用　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ
（
協
働
推

進
課
）、http

:/
/
w
w
w
.i

‐in
a
g
i

‐su
p
p
o
rt.o
rg
/

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
人

の
役
に
立
つ
活
動
を
続
け
て
い
く

こ
と
は
意
外
に
大
変
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
マ
ン
ネ
リ
に
な
ら

ず
に
楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
け

る
コ
ツ
を
お
話
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉
に
関
わ
っ
て

い
る
人
に
も
ぴ
っ
た
り
の
内
容
で

す
。
市
職
員
と
一
緒
に
学
び
、
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

７
月　

日（
水
）

２９

▽
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
３０▽

会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
講
師　

安
藤　

雄
太
氏
（
東
京

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
、
フ
ァ

ク
ス（
5　

・
６
９
７
１
）、
メ
ー

３７８

ル
（in

fo
@
i

‐in
a
g
i

‐su
p
p
o
rt.

o
rg

）
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
の
場
合
は
、

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

７
月　

日
２８

▽
共
催　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
い
な
ぎ
、
稲
城
市
、
稲
城

市
社
会
福
祉
協
議
会

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
協

働
推
進
課
）、http

:/
/
w
w
w
.i

‐in
a
g
i

‐su
p
p
o
rt.o
rg
/

　

市
内
在
住
の
心
身
に
障
害
の
あ

る
方
と
そ
の
ご
家
族
を
対
象
に
、

水
に
親
し
み
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広

げ
る
た
め
、
プ
ー
ル
開
放
を
実
施

し
ま
す
。　

▽
期
日　

８
月
７
日（
金
）　

※
雨
天
中
止　

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午
、
午

１０

後
１
時
〜
３
時　

▽
会
場　

稲
城
第
一
中
学
校
プ
ー

ル　※
付
き
添
い
の
方
も
、
原
則
水
着

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。　

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課
障

害
福
祉
係

　

市
で
は
障
害
の
あ
る
方
に
運
転

免
許
取
得
費
、
自
動
車
改
造
費
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
運
転
免
許
取
得
費

　

第
一
種
普
通
自
動
車
免
許
取
得

費
用
を
助
成
し
ま
す
。
手
足
の
障

害
や
聴
覚
障
害
に
対
応
し
た
教
習

を
行
っ
て
い
る
教
習
所
が
あ
り
ま

す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

▽
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級

〜
３
級
（
内
部
障
害
の
場
合
は
４

級
、
下
肢
・
体
幹
機
能
障
害
で
歩

行
困
難
な
場
合
は
４
級
・
５
級
）

ま
た
は
愛
の
手
帳
１
度
〜
４
度
の

障
害
の
あ
る
方

▽
助
成
限
度
額　

市
民
税
所
得
割

が　

万
５
千
円
〜　

万
円
未
満
の

２３

４６

方
＝　

万
３
６
０
０
円
、
市
民
税

１２

所
得
割
が
１
円
〜　

万
５
千
円
未

２３

満
の
方
＝　

万
４
２
０
０
円
、
生

１４

活
保
護
受
給
及
び
市
民
税
非
課
税

の
方
＝　

万
４
８
０
０
円

１６

 
自
動
車
改
造
費

　

手
足
が
不
自
由
な
方
で
も
運
転

が
で
き
る
よ
う
に
、
自
動
車
の
ハ

ン
ド
ル
や
ア
ク
セ
ル
な
ど
を
改
造

す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
の
上

肢
・
下
肢
・
体
幹
機
能
障
害
が
１

級
・
２
級
の
方
で
、
自
ら
が
所
有

し
、
運
転
す
る
自
動
車

▽
助
成
限
度
額　

操
向
装
置
及
び

駆
動
装
置
の
改
造
に
要
す
る
総
額

で　

万
３
９
０
０
円
以
内

１３
※
所
得
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課
障

害
福
祉
係　

5　

・
５
６
７
７
、

３７８

メ
ー
ル
（sh

o
u
g
a
ifu
k
u
sh
i@

c
ity
.in
a
g
i.lg
.jp

）

２２年度　市職員募集

その他資格など年齢要件募集人員職種区分

基本情報技術者（ＦＥ）試験などの
情報処理技術者試験合格者を歓迎
します。

昭和５５年４月２日～昭和
６３年４月１日生まれの方２０人程度一般事務Ⅰ類ＡＡ

○基本情報技術者（ＦＥ）、ソフト
ウェア開発技術者（ＳＷ）、情報セ
キュリティアドミニストレータ
（ＳＵ）のいずれかの資格を有する
こと
○３年以上の実務経験を有するこ
とが望ましい。

昭和５５年４月２日～昭和
６３年４月１日生まれの方若干名一般事務Ⅰ類ＢＢ

土木技術一般の職務に必要な知識
を有する方（学校などで専門科目
を履修していることなど）

昭和５０年４月２日～昭和
６３年４月１日生まれの方３人程度土木技術Ⅰ類Ｃ

建築技術一般の職務に必要な知識
を有する方（学校などで専門科目
を履修していることなど）

昭和４５年４月２日～昭和
６３年４月１日生まれの方２人程度建築技術Ⅰ類Ｄ

身長：男性１６０㎝以上
　　　女性１５５㎝以上
矯正視力：両眼で０．７以上
消防士として必要な体力がある健
康な方で日本国籍を有する方

昭和５５年４月２日～昭和
６３年４月１日生まれの方

若干名

消防士Ⅰ類Ｅ

昭和５７年４月２日～平成
２年４月１日生まれの方消防士Ⅱ類Ｆ

昭和５９年４月２日～平成
４年４月１日生まれの方消防士Ⅲ類Ｇ

※いずれの職種も学歴は問いません。
※区分Ａで上記資格を有する採用者は、情報処理関連部署に優先的に配属します。
※区分Ｂの採用者は、長期間にわたり情報処理関連部署で勤務していただきます。
※次に該当する方は受験できません。
（１）成年被後見人及び被保佐人〔民法の一部を改正する法律（平成１１年法律第１４９号）附則第３条第

３項の規定により従前の例によることとされる準禁治産者を含む〕
（２）禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなる

までの人
（３）日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に設立した政府を暴力で破壊す

ることを主張する政党その他の団体を結成またはこれに加入した人

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

誰誰
で
も
、
自
由
に
、
楽
し
く

で
も
、
自
由
に
、
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う

金金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

 

絶
対
だ
め
！

絶
対
だ
め
！

薬
物
乱
用

薬
物
乱
用

消
費
者
ル
ー
ム
支
援
講
座

撃撃
退退
！！悪悪

質質
商商
法法

ご
存
じ
で
す
か

障障
害
者
の

害
者
の

運
転
免
許
取
得
費

 

運
転
免
許
取
得
費
・・

自
動
車
改
造
費

　
 

自
動
車
改
造
費

の
助
成

の
助
成

一一
次次
試試
験験
日日

９９
月月

日日（（
日日
））

１１３３

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

ふ
れ
あ
い
の
輪

ふ
れ
あ
い
の
輪　

プ
ー
ル
開
放

プ
ー
ル
開
放

市民公開講座 市民公開講座

（（市民市民・・市職員合同研修市職員合同研修））

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたしししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
やややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいコココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししさささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが

続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



２１・７・１５

まちの話題を集める

地域や学校の話題をお寄せください。　秘書広報課広報広聴係

（７）　代表電話は３７８－２１１１

◆サリーレは、６年前に発足した市

内で唯一の混声合唱団です。団員は

２５人で、中高年を中心に、１０代から

７０代まで幅広い年代で活動していま

す。ソプラノ・アルト・テナー・バ

スから自分に合ったパートを歌い、

上手下手を問わず「和やかに心を通

い合わせること」をモットーとして

月に２回、練習に励んでいるそうで

す。◆３年前、サリーレの創設者兼

指導者・藤本直美氏が他界され、「ド

イツと音楽とワイン」をこよなく愛

する小柳才治氏が引き継ぎました。

小柳氏は、西洋（クラシック）音楽の

歴史の始まりでもあるドイツで勉強

し、百年以上の歴史がある合唱団と

ワインづくりで有名な村と親交があ

ったことから、サリーレの活動目標

を「この村で、合唱を通じて国際交

流する」としていました。◆練習で

は必ずドイツ語でベートーヴェンの

「第九（喜びの歌）」を

歌い、民謡やジブリ音

楽など様々なジャンル

の合唱に取り組んでき

た中で、いよいよ機が

熟したと、小柳氏とサ

リーレの皆さんは５月

２１日～２８日、目標であ

ったドイツ国際交流の

旅を決行しました。向

かった先はドイツのラ

ドドドドドドドドドドドドドドドイイイイイイイイイイイイイイイツツツツツツツツツツツツツツツののののののののののののののの合合合合合合合合合合合合合合合唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱ととととととととととととととと
ワワワワワワワワワワワワワワワイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンののののののののののののののの村村村村村村村村村村村村村村村ででででででででででででででで

国国国国国国国国国国国国国国国際際際際際際際際際際際際際際際交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流！！！！！！！！！！！！！！！
サササササササササササササササリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーレレレレレレレレレレレレレレレ混混混混混混混混混混混混混混混声声声声声声声声声声声声声声声合合合合合合合合合合合合合合合唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱団団団団団団団団団団団団団団団

だ
よ
り�
商  

工  

会�
　

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
の
夏
祭
り
で

は
、
パ
ス
テ
ル
画
体
験
教
室
、
ビ

ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
、
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
販
売
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。ご
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に
、

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

８
月
５
日（
水
）・
６
日

（
木
）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
方

１８

※
お
子
さ
ん
連
れ
で
の
受
講
は
、

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
コ
ー
ス
名　

初
め
て
の
パ
ソ
コ

ン（
ワ
ー
ド
２
０
０
３
使
用
）

※
使
用
パ
ソ
コ
ン
は
、
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
搭
載
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
で
す
。

▽
期
日　

８
月　

日（
火
）・　

日

１１

１２

（
水
）

▽
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１２

　

分
３０▽

会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
車
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。　

定
員
と
し
て
登
録
で
き
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

※
応
急
危
険
度
判
定
は
、
大
規
模

な
震
災
が
発
生
し
た
場
合
に
、
余

震
な
ど
に
よ
る
二
次
災
害
を
防
ぐ

た
め
、
被
災
建
築
物
の
当
面
の
使

用
の
可
否
を
判
定
す
る
も
の
で
す
。

※
登
録
に
は
、
講
習
会
〔　

月　
１０

２６

日（
月
）・
都
庁
〕
の
受
講（
無
料
）

が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

都
内
に
在
住
・
在
勤
で
、

建
築
士（
１
級
、
２
級
、
木
造
）の

資
格
を
有
す
る
方

▽
応
募
方
法　

申
込
書
（
市
役
所

緑
と
建
設
課
で
配
布
）
に
、
建
築

士
免
許
証
の
写
し
、
写
真
（
３
×

２
・
５　

）
２
枚
、
返
信
用
封
筒

cm

（
長
３
定
型
）を
添
え
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

８
月　

日
１９

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

東
京
都

都
市
整
備
局
建
築
企
画
課　

1　

・
０３

　

・
０
５
８
８
）
で
申
し
込
ん
で

３３１く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
「
稲
城
青
年
会
議
所
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

７
月　

日
２４

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
青
年
会
議

所（
石
井
）　

1　

・
２
３
２
３
・

０９０

３
９
３
０

８８
月月
５５
日日（（
水水
））・・
６６
日日（（
木木
））

あ
い

 
あ
い
ｉ
 
ｉ 
シ
ョ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
プ

あ
い

夏
祭
り

　

夏
祭
り

▽
期
日　

８
月
５
日（
水
）

受
講
者
募
集

 
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

わ
く
わ
く
稲
城
フ
ァ
ミ
リ
ー

 
フ
ェ
ス
タ
「
家
族
対
抗
！

み
ん
な
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」 

稲
城
青
年
会
議
所 

▽
費
用　

３
千
円

※
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料

▽
定
員　
　

人
１５

▽
応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
コ

ー
ス
名
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

７
月　

日
必
着

２２

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
係　

〒　

・　

稲
城
市
東
長
沼

２０６

０８０２

２
１
１
２
の
１

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４
２
１

３７８

　

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員
は
、

偏
り
の
な
い
食
生
活
、
適
度
な
運

動
、
十
分
な
休
養
を
柱
と
し
た
健

康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
文

化
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
調
理
講
習
会
や
食
生
活
に
関

す
る
講
演
会
な
ど
も
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

あ
な
た
も
一
緒
に
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

都
で
は
、
都
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
に
基
づ
く
応
急
危
険
度
判

　

献
血
は
、
日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー

の
ほ
か
最
寄
り
の
献
血
ル
ー
ム
や

献
血
バ
ス
な
ど
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

献
血
に
先
立
ち
、
問
診
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
は
安
全
な
血
液
を
患

者
さ
ん
へ
届
け
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
献
血
を

す
る
方
の
血
液
比
重
や
血
圧
測
定

な
ど
も
行
い
ま
す
の
で
、
健
康
管

理
の
目
安
に
も
な
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
血
液
製
剤
を
国
内
の

献
血
に
よ
っ
て
確
保
す
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
る
献
血
に
ご

理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
成
分

献
血
や
４
０
０　

献
血
の
ご
協
力

ml

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
西
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー　

1　

・　

・

０４２

５２９

０
４
０
５

　

お
休
み
の
日
に
、
家
族
み
ん
な

で
、
親
子
で
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
目
的
は
勝
ち

負
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
ー
ル

を
使
っ
て
一
緒
に
体
を
動
か
す
楽

し
み
を
通
じ
、
も
っ
と
も
っ
と
親

子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

小
学
３
年
生
以
上
の
お

子
さ
ん
の
い
る
家
族

▽
期
日　

８
月
９
日（
日
）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

▽
会
場　

総
合
体
育
館

▽
費
用　

無
料

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

１００

▽
申
し
込
み
方
法　

住
所
、
電
話

番
号
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年

齢
を
記
入
の
う
え
、フ
ァ
ク
ス（
5

▲やわらかく、あたたかみのある
パステル画（一例）

　

皆
さ
ん
の
身
近
に
、
う
つ
病
な

ど
に
悩
ん
で
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
。

　

う
つ
病
は
、
周
り
の
方
々
が
上

手
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
病
状
の

改
善
が
期
待
で
き
る
心
の
病
気
で

す
。
う
つ
病
の
正
し
い
理
解
、
周

り
の
方
々
の
心
構
え
、
サ
ポ
ー
ト

な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
医
が
分
か

り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

▽
期
日　

７
月　

日（
木
）

３０

▽
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
講
師　

熊
谷　

直
樹
氏
（
東
京

都
福
祉
保
健
局
障
害
者
施
策
推
進

部
参
事
、
精
神
科
医
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

１００

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス（
5　

・
４
９
４
４
）で

３７７

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
が
、
手

話
通
訳
が
必
要
な
方
は
、
申
込
時

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
成
人
で
、

推
進
員
と
し
て
活
動
で
き
る
方（
男

性
も
可
）

▽
募
集
人
員　
　

人
１０

▽
活
動
内
容　

市
が
主
催
す
る
行

事
へ
の
参
加
や
グ
ル
ー
プ
で
の
活

動
（
調
理
講
習
会
な
ど
の
企
画
・

運
営
）
な
ど

▽
応
募
期
限　

９
月　

日
３０

※
活
動
内
容
の
説
明
会
は
、　

月
１０

上
旬
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

 
パ
ス
テ
ル
画
体
験
教
室

７
月

日

７
月　

日（
木
）

（
木
）開
催
開
催

3030

自
殺
予
防
の
た
め
の

 

自
殺
予
防
の
た
め
の

講
演
会

講
演
会  

う
つ
を
支
え
る

　
 
う
つ
を
支
え
る

▽
時
間　

①
午
前　

時
〜　

②　

１１

１２

時　

分
〜　

③
午
後
２
時
〜　

④

３０
午
後
３
時　

分
〜

３０

▽
定
員　

各
回
先
着
５
人
（
予
約

可
）

▽
費
用　

大
人　

円
、
子
供　

円

５００

１００

（
材
料
代
を
含
む
）

▽
会
場
・
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ（
大
丸　

の
５
。

１１８

ペ
ア
リ
ー
ロ
ー
ド
稲
城
商
店
街「
東

長
沼
」
交
差
点
南
側
）
1　

・
６

３７７

５
４
６

シルバー
人材

センター
応募・問い合わせ
1３７７・２２１２

▲感動の合同コンサート会場で

インスヴァイラー村。１８７６年に創設

され、５０年間歌い続けドイツの大統

領から文化功労賞が贈られた団員が

二人もいるという合唱団との合同コ

ンサートが企画されていました。道

中、「サリーレ」の文字があるコン

サートの張り紙を見て、また会場に

掲揚された婦人会の皆さんによる手

作りの無数の日独国旗を見て、サリ

ーレの皆さんは胸を熱くし、村の人

口の３分の１は集まったと思われる

観客を前に「さくら」や「四季の歌」

など日本の代表曲を夢中で歌ったそ

うです。ドイツにはない音階の日本

の歌に、会場からは割れんばかりの

拍手。そして、村の合唱団との「野

ばら」の合唱には観客も加わり大合

唱。最後に、感謝の気持ちを込めて、

村長などお世話になった方々に「稲

城の梨ワイン」をプレゼント。のち

に、この合同コンサートは地元新聞

のメイン記事で取り上げられたそう

です。◆目標を達成し、合唱でもワ

インでもつながり合えたこの機会を

振り返り、小柳氏とサリーレの皆さ

んは「サリーレはラテン語で『上昇

する』という意味。更に上を目指し

て、今後も大きな目標を持って練習

に励んでいきたい」と話してくれま

した。

立
川
防
災
館

 
作
ろ
う
！
か
ぶ
ろ
う
！

体
験
し
よ
う
！ 

　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
ぼ
う
し

を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

▽
期
間　

７
月　

日（
金
）〜　

日

２４

２９

（
水
）

▽
対
象　

立
川
防
災
館
で
体
験
し

た
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
（
期

間
中
、
毎
日
先
着　

人
）

１００

▽
会
場　

立
川
防
災
館
（　

立
川

JR

駅
北
口
か
ら
国
立
病
院
経
由
バ
ス

「
立
川
消
防
署
前
」
下
車
）

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
消
防
庁
立

川
都
民
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
（
立

川
防
災
館
）
1　

・　

・
１
１
１

０４２

５２１

９

募
集　

応
急
危
険
度
判
定
員

５
３
８
８
・
３
３
６
２

７
月
は「
愛
の
血
液

助
け
合
い
運
動
」月
間
で
す 

募
集
中
！

募
集
中
！

健
康
な
食
事
づ
く
り

健
康
な
食
事
づ
く
り

推
進
員

推
進
員



２１・７・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（８）

広報いなぎは再生紙を使用しています。�

１歳６カ月児健康診査（１９年１２月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター
女性の悩み相談 １０時～４時（予約終了） 協働推進課女性青少年係
住宅リフォーム相談 １時３０分～４時３０分（予約終了） 経済課消費生活係
高齢者・障害者の権利擁護相談 １時３０分～４時３０分（予約随時） 福祉センター
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

水７／１５

３歳児健康診査（１８年６月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
税務相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木１６

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金１７

土１８

＋休日急病診療所　こせき内科クリニック（矢野口）９時～５時  1３７７－００３５
＋休日薬局　　　　稲城薬局（矢野口）９時～５時  1３７０－２１８２日○１９ 

海の日
＋休日急病診療所　かじわら内科泌尿器科クリニック（矢野口）９時～５時  1３７０－８７７０
＋休日薬局　　　　市役所通り薬局（矢野口）９時～５時 � 1３７７－９５９９

月○２０ 

定期健康相談 ９時～１１時（１７日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
くらしの書類作成相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２１

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

水２２

１歳児歯科健診（２０年６月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木２３

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金２４

休日窓口　８時３０分～５時（正午～１時を除く）
　　　　　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
心の専門相談 １時～４時（前日までに予約） 福祉センター

土２５

＋休日急病診療所　稲城腎・内科クリニック（東長沼）９時～５時  1３７０－７６１１日○２６ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月２７

３カ月～４カ月児健康診査（２１年３月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２８

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係水２９

年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係木３０

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金３１

※経済課消費生活係の相談で（前日予約）のものは、前日の８時３０分から５時まで予約
を受け付けます（先着順）。７月２１日（火）の法律相談及びくらしの書類作成相談は、７
月１７日（金）の８時３０分から５時まで予約を受け付けます（先着順）。1３７８－２２８６
※消費者相談は電話（1３７８－３７３８）でも相談できます。
※福祉センターの相談予約は、（1３７８－３３６６）です。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部 NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNoooooooooooooooooooo....................３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４第２部No.３１４

「難聴」と一口で言っても…

　

「
音
は
聞
こ
え
る
の
に
、
ど

う
し
て
も
話
が
聞
き
取
り
に
く

い
」
、
「
が
や
が
や
し
て
い
る

所
だ
と
誰
が
何
を
言
っ
て
い
る

の
か
分
か
り
に
く
い
」
な
ど
と

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
あ
る
い
は
、「
う
ち
の
子
、

最
近
テ
レ
ビ
の
音
を
大
き
く
し

て
い
る
」
、
「
呼
ん
で
も
振
り

向
か
な
い
」
、
「
言
葉
が
遅
い

よ
う
な
気
が
す
る
」
な
ど
と
思

わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

難
聴
に
は
色
々
な
タ
イ
プ
が

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

単
に
「
聞
こ
え
な
い
」
と
言
っ

て
も
耳
垢
が
た
ま
っ
て
聞
こ
え

に
く
く
な
る
も
の
か
ら
、
中
耳

炎
な
ど
中
耳
が
原
因
で
な
る
も

の
、
内
耳
が
原
因
で
な
る
も
の

ま
で
様
々
で
す
。

　

耳
垢
は
取
っ
て
し
ま
え
ば
お

し
ま
い
で
す
が
、
ベ
タ
ベ
タ
耳

垢
の
場
合
は
、
耳
鼻
科
で
取
る

必
要
が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

時
に
は
ビ
ー
ズ
玉
が
入
っ
て
い

る
こ
と
も
。

　

中
耳
炎
に
は
お
子
さ
ん
に
多

い 
滲 
出
性
中
耳
炎
や
化
膿
性
中

し
ん

耳
炎
な
ど
鼓
膜（
中
耳
）の
中
に

液
体
が
溜
ま
り
難
聴
に
な
る
も

の
、
真
珠
性
中
耳
炎
な
ど
と
い

っ
た
耳
の
骨
を
溶
か
し
て
し
ま

う
怖
い
病
気
も
あ
り
ま
す
。

　

内
耳
の
病
気
で
は
、
急
性
に

起
き
る
突
発
性
難
聴
や
、
繰
り

返
す
メ
ニ
エ
ー
ル
病
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
、

「
す
ぐ
に
耳
鼻
科
に
行
く
」
こ

と
が
必
要
で
す
。
歳
を
と
っ
て

ど
う
も
聴
力
が
…
。
こ
れ
は
ど

な
た
で
も
年
齢
が
上
が
る
と
起

き
て
く
る
現
象
で
す
。
こ
れ
ら

内
耳
性
の
難
聴
は
、
「
音
が
聞

こ
え
る
の
に
ど
う
も
話
が
聞
き

取
り
に
く
い
」な
ど
と
い
っ
た
、

音
の
選
択
性
が
悪
く
、
言
葉
の

聞
き
取
り
が
悪
い
な
ど
の
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

　

「
難
聴
」
と
思
っ
た
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
ど
の
よ
う
な
難
聴
で
、

ど
の
よ
う
な
対
処
が
必
要
な
の

か
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

稲
城
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

康
秀

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
検
診
日

現
在　

歳
以
上
の
方
（
原
則
１
年

３５

に
一
回
の
受
診
）

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、治
療
中
・

妊
娠
中
の
方
を
除
く
。
当
日
の
体

調
や
問
診
に
よ
り
、
受
診
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
期
日
・
会
場　

８
月　

日（
月
）・

１７

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
時
間　

午
前
８
時
〜
正
午

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

４８

▽
検
査
方
法　

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査

▽
受
診
料　

１
３
３
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

４４０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
に
該
当
す

る
方　

①
生
活
保
護
受
給
世
帯
の

方　

②
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

③
中
国
残
留
邦
人
な
ど
の
方

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を
参

照
の
う
え
、
は
が
き
、
封
書
、
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s:/
/

w
w
w
.e

‐to
k
y
o
.lg
.jp
/

）、
持

参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

７
月　

日
必
着

２２

※
抽
選
結
果
は
期
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

７９０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

子
宮
が
ん
検
診

▽
対
象　
　

年
度　

歳
以
上
で
、

２１

２０

　

年
度
未
受
診
の
方

２０▽
会
場　

①
市
立
病
院　

②
増
田

産
婦
人
科
医
院

▽
受
診
料　

２
２
５
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

７５０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

◆
共
通
事
項

　

受
診
料
の
免
除
に
つ
い
て
は
事

前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
診
期
間　
　

月　

日
ま
で

１０

３１

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を
参

　

低
体
重
で
出
生
さ
れ
た
お
子
さ

ん
の
１
歳
児
の
経
過
観
察
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
発
達
な
ど
の
心
配

事
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▽
対
象　
　

年
６
月
１
日
〜
７
月

２０

　

日
に
２
５
０
０
ｇ
未
満
で
出
生

３１さ
れ
た
お
子
さ
ん

※
現
在
、
定
期
的
に
医
療
機
関
で

受
診
ま
た
は
健
診
を
受
け
ら
れ
て

い
る
お
子
さ
ん
は
除
く
。

▽
期
日　

７
月　

日（
水
）

２９

▽
時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

　

ま
だ
歯
医
者
さ
ん
で
歯
科
健
診

を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
や
、

食
事
の
食
べ
方
が
気
に
な
る
お
子

さ
ん
を
対
象
に
歯
科
健
診
を
実
施

し
ま
す
。

▽
対
象　
　

年
７
月
生
ま
れ
の
お

１９

子
さ
ん

▽
期
日　

８
月
５
日（
水
）

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

２０

　

時　

分

１０

３０

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

歯
科
健
診
・
個
別
相
談

（
食
事
や
歯
み
が
き
の
事
な
ど
）

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
ハ
ン
ド
タ
オ

ル　▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を
参

照
（
表
面
に
も「
歯
科
健
診
申
込
」

と
明
記
）
の
う
え
、
は
が
き
、
封

書
、
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

７
月　

日
必
着

３１

　

国
の
「
麻
し
ん
排
除
計
画
」
に

基
づ
き
、
中
学
１
年
生
、
高
校
３

年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
方
を
対

象
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
入
る
こ
の
時
期
に
、

ぜ
ひ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

第
３
期
＝
平
成
８
年
４

月
２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
方
、
第
４
期
＝
平
成
３

年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
方

※
対
象
者
に
は
、
４
月
に
お
知
ら

せ
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
転
入
な

ど
で
予
診
票
が
な
い
方
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　
　

年
３
月　

日
ま
で

２２

３１

▽
会
場　

指
定
医
療
機
関

※
保
護
者
の
方
は
、
お
知
ら
せ
に

同
封
の
「
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の

予
防
接
種
を
受
け
る
に
当
た
っ
て

の
説
明
」
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ

い
。

※
保
護
者
が
同
伴
し
な
い
場
合
は
、

「
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
の
同
意

書
」
及
び
「
予
診
票
」
の
保
護
者

自
署
欄
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
費
用　

無
料（
公
費
負
担
）

予
防
接
種

予
防
接
種

麻
し
ん
・
風
し
ん

 
麻
し
ん
・
風
し
ん

予
防
接
種

予
防
接
種

（（
第
３
期
・
第
４
期

第
３
期
・
第
４
期
））

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
申
し
込
み
方
法　

７
月　

日
ま

２２

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い（
予
約
制
）。

照
の
う
え
保
健
セ
ン
タ
ー
に
、
は

が
き
、
封
書
、
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス（h
ttp
s://w

w
w
.e

‐tok
y
o.

lg
.jp
/

）
、
持
参
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
順
次
受
診
票
な
ど
を
郵
送
し
ま

す
。

 
乳
が
ん
検
診

▽
対
象　
　

年
度　

歳
以
上
で
、

２１

４０

　

年
度
未
受
診
の
方

２０▽
会
場　

市
立
病
院

▽
受
診
料　

２
３
８
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

胃がん検診希望

１．８月１７日（月）・
 　保健センター
２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例

○○がん検診希望

１．希望する会場名を
　　記入してください。
２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例

▲申し込み記入例

２歳児歯科健診申込

健　診　日　８月５日
幼 児 氏 名　　　　　
保護者氏名　　　　　
幼児生年月日　　　　　
住　　　所　　　　　
電 話 番 号　　　　　

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

２
歳
児
歯
科
健
診

２
歳
児
歯
科
健
診

第
２
回
乳
が
ん
・

第
２
回
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

低
出
生
体
重
児
の

低
出
生
体
重
児
の

１
歳
児
健
診

１
歳
児
健
診

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

1　

・

３
４
２
１

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


